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☆当日の確認 
○ ８時４５分  入場 開会式 

○ ９時     午前の部 競技開始 

○１１時４０分   昼食・休憩 

○１２時３０分  午後の部 競技開始 

○１４時     閉会 

 

＊日程は予定ですので、当日の天候や進

行状況により前後することがありま

すので、目安として考えてください。 

＊各地区のテントの場所はプログラム

に記載していますので、確認してお入

りください。 

5 月 11 日（日）は運動会！ 
～ 御家族・御近所お誘いの上、御来校ください ～ 

11 日（日）は天気にも恵まれそ
うです！ 
 
新学年になって間もない 4 月中旬から、

中学生、そして小学生の高学年が中心にな

って、練習を進めてきました。昨日（8 日）

は、これまでの練習の成果を確認する総練

習を行いました。子どもたちは、総練習で

はありますが、本番と考え全力で行いまし

た。出場種目は学年で違いますが、徒競走

や玉入れ、力比べ、チャンス競技にリレー、

応援、そして恒例の度島ソーランと多岐に

わたります。種目そのものもですが、小学

4 年生以上と中学生は、係もあるためその

連携も確認することができました。人数が

少ないため一人一人が行う役割も多いで

すが、子どもたちはそれをやりがいに感

じ、とても張り切っています。 

 

本年度も昨年同様、保護者や地域の方の協

力を得て実施いたします。運動会は、保護

者や地域の方と一緒に楽しめる最大の行

事と捉えています。各地区の御協力のおか

げで、地域の方も出場する種目も用意して

います。また、保育園児も出場します。ぜ

ひ、みんなで楽しみましょう。なお、午前

の部、午後の部とあるため昼食の時間も設

定しています。体育館も開放していますの

で、思い思いの場所で昼食も楽しみ、1 日

をゆっくりお過ごしください。ぜひ、御家

族、御親戚、御近所の方をお誘いの上、御

来校いただきますようお願いいたします。 
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１日（木）に全校朝会で校長講話を行い

ました。今回は、「プロ、日本代表」をテ

ーマにして話をしました。保護者の方の

中にも、子どものころ、一度はこのような

憧れをもった人も多いのではないでしょ

うか。サッカーの三苫選手や野球の大谷

選手といった世界で活躍する選手を、容

易に映像で観る機会が増え、今は現実的

に夢として掲げ、Challenge している子

どもも多いようです。 

PTA 除草作業 
～ お忙しい中、御協力いただきありがとうございました ～ 

１日（木）に PTA の除草作業を行いました。

学校の海側斜面を、運動会を前に整備するもの

です。強風が吹き、作業場所も広範囲ではあっ

たのですが、たくさんの方に参加いただいたお

かげで、とてもきれいになりました。計画、お

世話をしていただいた○PTA 会長、○○広報

活動部長をはじめ、参加いただいた皆様、お忙

しい中、御協力いただきありがとうございまし

た。運動会を気持ちよく迎えられます。 

「参加することに意義がある」「負けたくない」 
～ 校長講話「東京２０２５世界陸上 男子マラソン日本代表 近藤亮太選手」 ～ 

私も身近な人で、プロや日本代表になった人には出会ったことがなかったのですが、初

めてそういう人が現れました。今年２月に行われた大阪マラソンで２位（日本人では１

位）となった三菱重工の近藤亮太選手です。近藤選手は、大阪マラソンでの好成績によ

り、今年９月１５日（月：祝日）に行われる「東京２０２５世界陸上男子マラソンの日

本代表」に選出されました。ぜひ、しっかりした準備をし、力を十分発揮してほしいと

願っています。みなさんも応援していただけると嬉しいです。 

私は、近藤亮太選手が島原市立第一小学校の小学生の頃、担任はしていませんが５年間

一緒に過ごさせていただきました。その繋がりの関係で、近藤選手の卒業アルバム、卒

業文集を持っていたので、子どもたちの夢に繋がればとの思いで紹介させていただきま

した。近藤選手が大事にしている言葉が「参加することに意義がある」「負けたくない」

という気持ちでした。近藤選手は、小学生のころ陸上の大会によく出ていましたが、あ

まり好きではなかったようです。しかし、母親からかけていただいた「参加することに

意義がある」の言葉を励みに、そして「負けたくない」という気持ちで取り組んできた

ことで走ることが好きになり、日本代表になるまでに力を付けました。子どもたちも、

苦手だからと最初から諦めずに、まずは何にでも Challenge してほしいと思います。 


